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唄 的逝 年，妊婦末梢血中胎児由来細胞を用 い無侵

襲的な胎児濃伝子異常の 診断が試み られ て い る。

今回、Huore5en捻 ctiva 七ed 憾 l　sort 油 g （FACS ＞を

用 い 母体血中よ り胎児細胞を回収 し 、 FISH 法で胎

児染色体診断を行い 、胎児由来と同定し た有 核赤

血球を用 い、母体血中で の胎児細胞の アポ トーシ

ス発現に つ い て 検討 したの で報告する。

防 法】lnformed　consent に よ り同意 の 得 られた妊

娠 7−20 週 の 人工妊娠中絶希望の妊婦を対象に、術

後直 ち に 肘静脈 よ り末鞘 血 を 採取 した 。 γ
一

Hemogtobiii飄 宅ib磯 y を 月1い た FAC 　S で 有核赤血

球を分離後、醐 SH で母体と異なる Genetype を 示

し胎児由来細胞 を同定できた ？ 疵例 に つ い て 、

term   段l　tra　nsferase ・me （駈歌ted　DNA 　en 〔晃1盆b　eI

ing　CI］UNEL ）法に よ り 母体ユ血、中胎児網胞の アポ

トーシ ス につ い て検討した。陽性、陰性 コ ン トロ

ール は 数職 an 　Lym 画 o照 ce旦1  緩 費har鯔 hgen ）

を用 い た。城 績17症例で FACS ？kに より分離し た

合計 7墨3 細胞中、FISH の 結果 、胎児幽来と診断

された細胞は 188 細胞くr瓣 ge：1−67）で、その うち

65 細胞（34．6％）が TUNEL 陽性であっ た。また、

母体由来 の 55δ細胞で は 36 細胞俄 4％）が TUNEL

陽性であっ た。［結論］母体血中に移行した胎児細胞

除去に アポ トーシ ス が関 与 し て い る こ と が は じ め

て 示され た。こ の こ とは胎児由来有核赤 lf［L球が 母

体に抗原 を提示する こ となく、また、母伽 1【L中に

免疫反応を 引き起 こ す こ とな く除去 され る可 能性

を示す結果で あ り、妊娠維持に ア ポ ト…シ ス が極

めて 巧妙 に 関与 して い る こ と を 示 して い る。

【目的ユ NOは ，胎猟
・
胎盤 循環に おけ る 重要 な調

節 ［Rl　−f・の ・
っ で あ る ．今回，我 々 は臍帯 l！ll中の NO

生 成能 と 周 産期 の 種 々 の 事 象 と の 閣 連 を検討 し た ，

【方法 〕 対 象 は 平 成 9年 4月 よ り 12月 の 期 間に当

科 に て 妊娠 ・
分娩管 理 を行 っ た妊娠 35週か ら42

週 の単胎妊娠8Z例 とした，患 者 の イ ン フ ォ
ー・ム ド

コ ンセ ン トを 得 た 後 に臍帯」工11を採取 し，臍帯動脈

及 び静脈 1宜L漿 中 の NO ：．
と Nou

．
濃度 の 総 和 （NOx） を

測定 し て 、胎 児 発 育，妊娠 中毒症 の 有無，胎児仮

殳 の 有 無 お よ び臍帯動 静脈血1液ガ ス 分析値 との 関

連 を検 討 した，臍帯動 静脈 血 の 採 取 は分 娩直後 に

行 い ，11iL液ガ ス 分析 を 行 う と 共 に，速 や か に血 漿

を 分離 して NUx測定 に供 した．なお，血漿 中riOx

の 測定 は ，Griess反 応を 利 用 し た フ ロ
ー

イ ン ジ

ェ ク シ ョ ン 分析装置 TCI−WOX5000S．を 用 い た．〔成

績］  臍帯動脈韮1［NO 適濃度は，子宮 内胎 児 発 育遅

延 群 （31．9 ± 図．4 μ M，TI　L8 　） およ び妊娠中毒症

tli
・
　（ii　6．　T±　i　1．9μ M，　11・’8）　

一
で（10】1　t　rDI 暑1羊　（22．7

± 13．fi　uN ，　 n＝66） に比 して，有 意に （p 〈O，（）5）

高かっ た．胎児 仮死群 （28．9± 25．〔〕μ M，lli：1D

と c〔mtrol 群 に は有意 の 羌 を認 め なか っ た．  臍

帯 動静脈1自L液ガ ス 分析値 （pH ．　 P〔児 ，　 pCO2 ，　 HCO3 ，

BD と各群 を 通 じ て ，臍帯動脈 血中NDx濃度と の

「1
「llには有意な相 関は認 め られ なか っ た．　 〔結論 〕

臍帯 ［1且中NO1濃度は，比較的慢性 の 胎児 ・胎 1鹽循

環 不 全 を 呈する EUGR弋）妊娠中毒症 の 事例にお い

て 高値 を示 し．胎児仮死や臍帯並［工液 ガス 分析値 等

の 比較的急性 の 転帰を 示 す 事象と の 問 に 関連 を 認

め な か っ た．こ の こ と よ り，胎児 ・
胎盤循 環 系 の

MO生 成能が 慢性 的 な低酸 素 ・循環不 全 にお い て 亢

進 す る こ とが推察 さ れ た．
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